	小規模多機能型居宅介護「サービス評価」　総括表


	法人名
	社会福祉法人　善心会
	代表者
	窪田　敏彦
	
	法人・
事業所
の特徴
	ご利用者一人ひとりの人格を尊重し、住み慣れた地域での生活を継続することが出来るよう、地域住民との交流や地域活動への参加を図りつつ、ご利用者の心身の状況、希望及びその置かれている環境を踏まえて、通い・泊まり・訪問を柔軟に組み合わせることにより、地域での暮らしが継続出来るよう支援している

	事業所名
	小規模多機能ホーム　　りんどう
	管理者
	
	
	
	


	出席者
	市町村職員
	知見を有するもの
	地域住民・地域団体
	利用者
	利用者家族
	地域包括支援ｾﾝﾀｰ
	近隣事業所
	事業所職員
	その他
	合計

	
	人
	1人
	2人
	人
	1人
	1人
	1人
	3人
	人
	9人


	項　　目
	前回の改善計画
	前回の改善計画に対する取組み・結果
	意見
	今回の改善計画

	Ａ．事業所自己評価の
確認
	
	
	職員がそれぞれ自己評価を行って改善すべき点が明確化したことで、今後の課題を明らかにでき、共有出来た
	職員間で、情報の共有を測り、ご利用者の為の個別ケアに持って行けるようにする

	Ｂ．事業所の
しつらえ・環境
	
	
	杉の木をふんだんに使用しているので、気温・香り・湿度等に配慮しながら居心地の良い環境になっている
	ご利用者様・ご家族様にとって、生活しやすい・話しやすい環境作りに努め、地域住民の理解の下に業務を行って行く

	Ｃ．事業所と地域の
かかわり
	
	
	地域密着型事業所として、地域の方々に事業所の機能を十分に発揮できていないのではないか。
	いこいの広場を年３回開催している。介護の相談窓口としてアピールしていくと共に親しんでいただく

	Ｄ．地域に出向いて
本人の暮らしを
支える取組み
	
	
	認知症と家族の会への参加・認知症カフェへの参加を行っているが相談には至っていない
	認知症で、サービスを必要とする方々の要望に応えていけるように、その人の気持ちに寄り添いながら支援していく

	Ｅ．運営推進会議を
活かした取組み
	
	
	定期的に開催している運営推進会議で、得られた意見を反映し、地域ぐるみでの活動も視野に入れて活動していく
	運営推進会議において、委員の方から頂く情報を基に、事例検討を行っていく

	Ｆ．事業所の
防災・災害対策
	
	
	事業所の防災訓練への参加呼び掛けていく
地域の消防団の方々の協力も仰いでいく
	災害マニュアルを地域と共有できるよう働きかけていく。事業所の訓練への参加も呼びかけていく


